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8
★遭路交通法の改正に伴い『自転車安全利用五則Jが改められました。

自転車の交通事故実態等に即して特に守るべき重要な通行ルールに絞り込まれています。みんなが自転車を安全に

利用し、交通事故の被害者にも加害者にもならないように「交通事故ゼロ」を目指して通行ルールを守りましょう。

o車道が原則、左側を通行
歩道は例外、歩行者を優先
道路交通法上、自転草は軽車両と

位置付けられていま現 したがっく

歩道と車道の区別があるところは

車道通行が原則で魂

0交差点では信号と一時停止を
守 つ て 、 安 全 確 認

信号通守と交差点での一時停止

安全確認を行いましょう。 圏耶
0夜間はライトを点灯

夜P口司はライトを点灯しましょう。

自転車は、道路の左端に寄っ

て通行しなければなりません。

歩道では、すぐに停止できる速

度で、歩行者の通行を妨げる

場合は一時停止しなければな

りません。

0電 静
Ψ岳 Ψ

0飲酒運転は禁止
自転草でも飲酒運転は禁止で現

0ヘルメットを着用
自転草の運転者は、

乗車用ヘルメットをかぷりましよう。腱典

織「
~｀

Ⅲ

★TSマーク付帯保険に新マーク (緑色マーク)が創設されました。
(公財)日本交通管理技術協会

大
ノ
刀
＼
県内で白転車に乗る人は、条例で令不日3年   緑色マークの特徴

6月 ブ〕`ら損害賠償保険への力B入 が義務となりまし  (1)離離穏棧程考鰐 F娑査条件から後遺1'害等級割1散廃し、すべての人身加害事故が補償対象となります。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
を
は
じ
め
県
民
の
皆
様
方

に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

年
を
ご
家
族
お
揃

い
で
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
皆
様
に
は
交
通

安
全
活
動
に
深

い
ご
理
解
と
ご
協

力
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
当
協
会
は
県
知
事
の
認
可

を
得
て
今
年
で
六
八
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
多
大
な

る
ご
支
援
の
下
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま

で
県
民
の
皆
様
が
コ
父
通
事
故
の
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
ま
せ

ん
よ
う
に
」
と
願
い
な
が
ら
、
「
子
供

や
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教

育
」
や

コ
父
通
事
故
防
止
の
広
報
啓

発
活
動
」
等
に

一
九
と
な

っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昨
年
の
県
内
に
お
け

る
交
通
事
故
死
者
数
は
、
現
存
す
る

昭
和
二
七
年
以
降
の
統
計
資
料

の

中
で
最
も
少
な
い
三
二
人
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
＞」
れ
も
ひ

と
え
に
、
県
下
各
地
域
に
お
い
て
交

通
安
全
活
動
に
携
わ
る
皆
様
方
が
、

長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
に
制

約
を
受
け
な
が
ら
も
、
献
身
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
結
果
で
あ

る
と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
交
通
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
経
済
社
会
情
勢
の

動
向
に
よ

っ
て
今
後
複
雑
に
変
化

す
る
と
見
込
ま
れ
、
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
で
の
生
活
は
県
民
の
交
通
行
動

に
も
か
な
り
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
い
わ
ゆ
る

「
団
塊
の
世
代
」
が
七
五
歳
以
上
に

達
し
始
め
、
七
五
歳
以
上
の
高
齢
者

の
安
全
確
保
は

一
層
重
要
と
な

っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
第
十

一
次
大
分
県
交
通

安
全
計
画
の
三
年
目
に
当
た
り
、
令

和
七
年
度
ま
で
に
交
通
事
故
死
者

数
を
三
四
人
以
下
、
重
傷
者
数
を
二

二
〇
人
以
下
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
県
や
警
察
を
は
じ
め
、
関
係

機
関

・
団
体
並
び
に
交
通
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
方
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
交
通
事
故

の
な

い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「優
し
い
マ
ナ
ー
と
思
い
や
り
の
運

転
県
お
お
い
た
」
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

か
、
本
年
も
「交
通
安
全
協
会
の
活

動
」
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多

い
平
穏
な

一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新

年

の
ご
換

拶

た。あなたやご家族が普段利用している自転草は

保険に力B入 しているでしょうダ)｀ 。交通事故で歩行

者などに怪我をさせた場合、高額な賠償責任を負

うことも考えられますので、今一度確認をお願い

します。

そこで、自転車保険の一つを紹介します。

自転車安全整備店で白転車安全整備士の点検整

備を受けると自転車に貼るTSマ ークが発行され、

TSマーク付帯保険が自動付帯されます。

(2)示 験交渉サービスの提供

X4:第二者に傷書 (入院加,無 15ロ ツ■)とRわせ損害賠償費にを負担した場合に、 iO万偶を積害者見舞金と1フ て

緑色マークNEW I

賠償責任

補償

支払条件
死亡

底度後遺障害 (1級～7級 )

死亡

菫疫後遺「単書 (1緻～フ轍)激 4

儀 円

死亡

後退障害 (金 等級)

傷害

示1受 交ヵう
サービス

な し な し あ り

傷吾

補償

支払条件

支払額

支払条件
支払鑽

死亡

壼度後選,患害 (1級～4級 )

(― 律)1万円

入院 (lS日 以上)

(― 徳)s万円

死亡

重度後選障害 (1級～4餓 )

(一 律)100万 円

入院 (lS日 以上)

(― 律)10万 円

死亡

質疫後遺障害 (1般～4級 )

(一 律 )SOカ ロ

入院 (15日 以上)

(― 練)5万 円

(公財)大分県交通安全協会

会長 杉原 正晴

右記記載の色によって補償内容が異なり、令和     蔽監いします。

4年 12月 1日 から緑色マークが運用開始され、補償・サービスが更に拡充しました。

TSマークの有効期間は 1年ですので、毎年 1回は点検整備を受けて更新してください。
※白転草安全整備店ごとに取り扱うTSマーク (緑 ・赤・青)は異なりますので、確認をしてください。

皆様の善意が悲惨な交通事故を
防止する活動に役立つていま魂

摩

大分県交通安全協会では、皆様からご協力いただいている入

会費2,000円 を財源に、悲惨な事故を 1件でも減らすため、長

下全域で了どもさんや高齢者の方々に対する交通安全孝文室の開

催や街頭での事故防止渚動・広報渚動等の交通安全活動を行つ

ています。
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お
こ
さ
ず

杵
集
Ｂ

③

　

Ｏ

こ
さ
ず

あ
も
ザ

杵
築
日
由
女
性
下

，

ましょうね !

り安全運転に心が1

自転車は自動車と同じ

車両です。

自転車安全利用五則を

覚えて、通行ルールを

H"w

こ協力をお願いします !
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
交
通
安
全

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
交
通
事
故

防
止
の
た
め
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
は
交
通
事
故
死
者
数
を

過
去
最
少

の

〓
一二
人
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
皆
様
方
の
熱
心
な
取
組
の

成
果
で
あ
り
、
そ
の
ご
労
苦
に
深
甚
な

る
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
交
通

安
全
活
動
を
は
じ
め
警
察
行
政
の
各
般

に
わ
た
り
、
深
い
御
理
解
と
多
大
な
御

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
県
下
の
交
通
事
故
に

よ
る
死
者
数
は

三
二
人
で
、
令
和
三

年
に
続
き
過
去
最
少
を
更
新
し
ま
し
た

が
、
そ
の

一
方
で
、
死
者
の
約
七
割
を

高
齢
者
が
占
め
た
ほ
か
、
歩
行
者
が
犠

牲
と
な
る
交
通
死
亡
事
故
が
増
加
す
る

な
ど
、
高
齢
者
及
び
歩
行
者
に
ス
ポ
ツ

ト
を
当
て
た
対
策
に
課
題
を
残
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
、
高

齢
者
や
横
断
歩
行
者
が
犠
牲
と
な
る
事

故
が
後
を
絶
た
な
い
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
。

県
で
は

「優
し
い
マ
ナ
ー
と
思
い
や

り
の
運
転
県
お
お
い
た
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
横
断
歩
道
で
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

を
始
め
と
し
た
交
通
事
故
抑
止
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
の
連
守
に
加
え
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
歩
行
者
な
ど
、
道
路
交
通
に

参
加
す
る
全
て
の
方
が
、
思
い
や
り
の

気
持
ち
を
持

っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
そ
の
周
知
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
、
貴
協
会
の
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様

の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

県
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
特
に
、

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
や

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
等
に
お
け
る

歩
行
者
の
保
護
を
徹
底
す
る
取
組
に
つ

い
て
、
広
報
啓
発
と
交
通
指
導

・
取
締

り
の
両
面
か
ら
な
お

一
層
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
大

分
県
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
、
交
通
安
全
教
育
の
推

進
と
指
導
者

の
育
成
な
ど
長
年
に
わ

た

っ
て
実
績
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た

貴
協
会
の
皆
様
方
と
の
連
携
、
協
働
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
貴
協
会
の

一

層
の
御
発
展
と
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す

の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

大分南支言卜長

工藤 勢津子

大分東支部長

後藤 芳正
大分中央支部長

漢 二美

新
おキ
め明
でlす

出

横
断
歩
道
で
の
優
し
い
思
い
や
　
日

り
と
笑
顔
で
ふ
れ
あ
う
無
事
故
　
築

の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
杵
］

人
に
や
さ
し
く
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
を
呼
び
か
け
、
無
事
故
の
　
市
（

街
を
目
指
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
国

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
交
通
安

全
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

や
さ
し
い
交
通
マ
ナ
ー
で
、
安
全

で
安
心
な
別
府
の
ま
ち
づ
く
り
　
佐

を
推
進
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
凸十

関
係
機
関
、
会
員
の
方
と
連
携
を

図
り
、
事
故
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
す
。

野田 忠治

「
交
通
事
故
ゼ

ロ
」
を
目
指

し
、
地
域

一
丸
と
な

っ
て
取
り

組
み
ま
す
。

思
い
や
り
と
優
し
さ
の
連
鎖
で
安

全
安
心
、
事
故
の
な
い
宇
佐
市
を

目
指
し
ま
す
。

コ
致
団
結
」

豊
後
高
田
は
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
　
田

し

ま

す

ｏ
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

日
出

地
域
の
皆
様
と
共
に
活
動
し
、
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
交
通
事
故

の
無
い
町
を
目
指
し
ま
す
。

曽我部 章

横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優
先
を

徹
底
し
て
、
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
　
伯

目
指
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
佐

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
。
ス
ピ
　
見

―
ド
ダ
ウ
ン
で
交
通
事
故
防
止
　
久

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
■
十

/・ .ヽ

豊
後
大
野
市
は
運
転
者
も
歩
行

者
も
安
全
確
認
を
徹
底
し
て
死

亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

心
豊
か
な
市
民
と
、
関
係
諸
団
体

の
連
携
で

「交
通
事
故
ゼ
ロ
の
佐

伯
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

安
全
安
心
な
住
み
よ
い
町
　
一父

通
事
故
ゼ
回
の
町
を
目
指
し
て

み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
す
。

「お
こ
さ
ず
　
あ
わ
ず
　
事
故
ゼ

□
」
を
目
指
し
て
、
地
域

一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

別府支部長

幸 勝美

豊 後 高 田

大分県警察本部長

種 田 英 明

ま

し

て

と

う

ご

が

い

ま

す

交
通
姿
食
協
会
支
部
民
か
ら
ひ
と
こ
と

杵築日出支部長

三浦 正臣

国束支部長宇佐支部長

赤松 健一郎

豊後高田支部長

榎本 善仁

中 津テ久珠竹 田

中津支部長

武内 竜一郎

日田支部長

松野 宏司

玖珠支部長

温 :

竹田支部長

都築 員守
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豊 後 大 野日 杵

だ L
津久見支部長

戸高 鉄洋

佐伯支部長

岩木 悟

保険料 1日 あたりわずか

約10円 !

(月 々約 300円 )

豊後大野支部長

野仲 良一
臼杵支訂;長

牧 宣 雄

Sw鄭雷険T夕000打を
にゴ

FC OITA
大分トリニーぢフ公式サイト経由でlSBI損保の自動車保『貞lも しくは「SBI損保のがん保険Jに

勘日入しヽただくと、1,000円が活動費としてグラブに還元されます。
|

亀
SBI損保の自動車保険

自動車保険の特約で

自転車の事故もまるつと補償 !

ご自身だけでなくご家族の自転車事故も補償いたします !!
https://、― sbisonpo co Jp

娼暮蓬檀昌桂屎a金額が 無 制 限
∞

に バ ー ジ ョ ン ア ッ プ !※ lttl貪 醐 日2022年 12月 34脱前の契 約は4事訓こつき1億円卜艮度

本広告はSBI損害保険株式会社が提供するSB損保の自動車保険(総合自動車保険)サービスをご案内したものです。保険商品、サービスを購入されるお客さまよ、保険契約の詳細
につしヽて「重要事項説明書 (契約概要 注意喚起情報 )」 、「ご契約のしおり」、「普通保険約款 特約」、「サービスガイド」、Webサイト(http引 〃www sbほ onpo co〕 p/)を必ずご参
照ください。 号1受保険会社 :SB損害保険株式会社 東京都港区六本木 461泉ガーデンタワー16階

2022年 11月 220413
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交 通 安 全 年 間 ス ロ ー ガ ン 内閣総理大臣賞 偏 優秀p

(―財)全日本交通安全協会と毎日新聞社の共催により募集された交通安全を9乎びかける今年の年間スローガンが決定されました。

運転者 (同乗者含もヽ)に□平びかけるもの … 運 転 は  ゆ と り と マ ナ ー の  二 刀 流
(群馬県 板垣宏様)

歩行者・自転車不」用者に日平びかけるもの … 自 転 車 に  乗 る な ら 必 ず  ヘ ル メ ッ ト
(神戸学院大学付属高等学校 野澤蓮香様)

1子どもたちに交通安全を呼びかけるもの…ぺだるこぐ ぼくのあいほう へるめつと
(群馬県前橋市立勝山小学校 1年 田子 l星 琉様)

※大分県から応募された上国緒花様も見事に警察庁長官賞を受賞されました。…「なにで来た?」  乾杯前の 合言葉

,
―

゛

SBI損保は大分トリエータを応援しています
)

戸

Fun
プンドア

lantロ

ダイザヽツ自慢の新車を見に来てね ! 中 古 草 は ヨ チ ラ !!

ホ仲大分店ao9卜 5693222古目用店ao97‐573・6411三 重店ao974宅 2・1595日 杵店ao972・62・418i

中津店ao979・22・ 1000狭 間店ao97・583・4141森 町店ao97622・ 1313杵 築店ao978・ 62・2555

,I府 店ao97卜 23・ 0156宇 佐店ao978・ 3冷 ||15玖 珠店ao97372・ 1071佐 伯店ao972・223000

UCAR大,ao97・569・3223

ネット怖ショち097・573‐6422 大分ダイハツ最新情報はこちらliら 咀
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